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氏 名：松田尚子（尾道市立高須小学校） 

現地勤務先：メルセデス・ミルトス小学校   

☆平成２２年４月～６月の出来事 

 

 

 

 

 

 

  みなさん，こんにちは。私は，尾道市立高須小学校の松田尚子です。平成22年度から約2年，

南アメリカにある“パラグアイ”という国で小学校の先生として活動することになりました。 

このレポートでは，パラグアイの国の様子や学校・教育に関することなどをみなさんにお知らせ

していこうと思います。題の「¡Nos
ノ ス

 vemos
ヴ ェ モ ス

!」はスペイン語で「また会いましょう！」という意味
です。この国でたくさんの人と出会って，笑顔で過ごすことができるといいなと思っています。 
 

１．派遣前訓練 ～長野県駒ケ根訓練所～ 

  青年海外協力隊として派遣される前に，日本国内で訓練を受けました。私が訓練をした長野県

の駒ケ根訓練所には約240人の仲間たちが集まり，65日間一緒に過ごしました。 

  訓練の内容は，語学，国際協力などに関する講義などいろいろなものがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２２年8月 第１号 

日曜以外の毎朝7時から“朝の集い”がありました。

派遣先の国の国旗掲揚や連絡事項の伝達，ラジオ体操

などを行いました。この日5月15日はパラグアイの

独立記念日でした。同じ派遣国の仲間と…☆ 

スペイン語の授業を毎日約 5 時間受け

ました。試験も2回ありました。もちろん

宿題もありました！ 

同じ生活班の仲間たちです。時にはこうしてバレー

をしたり誕生日会をしたり…。協力し合って生活して

いました。 



サッカーがとても人気です。 

ワールドカップの試合のある日には，家や職場

でサッカー観戦をしていました。試合に勝った

後は，お祭り騒ぎでした！通りは人でにぎわっ

ていました。 

２．任国へ ～パラグアイってどんな国？～ 

  パラグアイという国がどこにあるか知っていますか？この国の名前をどこかで聞いたことがあ

る人はいるかもしれませんね。今年のワールドカップで日本と対戦した国です。 

  今回はパラグアイの位置や国のことを少し紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニューヨークまで約１２時間。日付変更線を越えるので，6

月２１日の１６時半に日本を出て，ニューヨークに着いたのが

同じ２１日の１６時半でした。とても長い１日でした…。 

ブラジルのサンパウロ

まで約１0時間。空港での

待ち時間も長かったです。

日本（東京）を出発して約３６時間後，やっとパラグアイの首都

アスンシオンに着きました！ 

表 裏 

世界で唯一，表と裏の図柄が異なります。 

旗の色の赤は「正義」，白は「平和」，青は

「自由」を表しています。表には独立記念日

の５月の星，ヤシとオリーブの葉，裏には自

由の帽子とライオンが描かれており，「平和と

正義」と書かれています。 

 南半球，日本の裏側にあるので，季節も時間も日本

とは逆になります。時差は13時間です。 

 今は冬ですが，日によっては日中30℃を超したり，

４℃くらいに下がったり…と差が激しいです。 

 下の写真は大統領の官邸（左），首都アスンシオン

の様子（右）です。 


